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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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2021年（令和３年）

第830号
３
月

下記日程は支部会館を休館します。

３月30日（火）終日
書記局会議　

※支部HPから日程が見られます。

※新型コロナの影響により他の日程も

変更の可能性があります。

支部会館休館のお知らせ

▼
昨
年
２
月
末
の
一
斉
休

校
か
ら
も
う
一
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
が
続
い
て
い
ま
す
。

▼
組
合
も
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
思

う
よ
う
な
活
動
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
直
接
対
面

し
て
の
活
動
が
で
き
な
く

な
り
、
本
部
・
支
部
も
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
新
し
い
組
合
の
ス

タ
ー
ト
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
が
良
い
の

か
悪
い
の
か
ま
だ
わ
か
り

ま
せ
ん
。
▼
分
会
も
群
会

議
が
お
こ
な
わ
れ
ず
、
組

合
費
の
集
金
だ
け
に
な
っ

て
い
た
月
が
何
か
月
も
あ

り
ま
し
た
。
組
合
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
分
会
新
聞

や
機
関
紙
す
ぎ
な
み
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
た
一

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
▼

そ
ん
な
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ど

の
よ
う
に
群

会
議
や
組
合

活
動
を
や
っ

て
い
く
か
、

み
ん
な
で
考

え
る
時
期
が

き
て
い
る
の

か
も
知
れ
ま

せ
ん
。支部の

ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
みんなで考える時期に

（矢口德太郎・常任執行委員）

人を使うなら必ず
労働保険手続きを３

東電メーター工事件
会社側いよいよ暴挙に２

４月から新年度を迎えます。人を
一人でも使うなら労働保険の手続
きが必要。

事件の続報。会社側が仕事を完
全に断つ暴挙に。

　

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日

本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故

か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

杉
並
支
部
で
は
被
災
者
・

被
災
地
の
復
興
を
支
え
る
た

め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

震
災
の
年
の
５
月
に
３

人
の
大
工
が
大
槌
町
で
全

建
総
連
の
住
宅
修
繕
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
11
月

に
は
雪
の
降
り
始
め
る
な
か
、

岩
手
へ
支
援
物
資
を
届
け

ま
し
た
。

　

翌
年
か
ら
は
石
巻
や

気
仙
沼
で
の
活
動
を
経
て
、

２
０
１
４
年
か
ら
は
南
相
馬

を
中
心
に
毎
年
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
10
年
で
積
み
重
ね
た

活
動
は
、
13
回
と
な
り
ま
す
。

　

震
災
で
最
大
47
万
人
、
今

な
お
４
万
人
を
超
え
る
方
が

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
（
復
興
庁
調
べ
）
。
被
害

の
大
き
か
っ
た
福
島
・
岩
手
・

宮
城
は
特
に
災
害
関
連
死
が

多
い
で
す
（
福
島
２
、３
１
３

人
、
宮
城
９
２
９
人
、
岩
手

４
６
９
人
）
。
し
か
し
、
震
災

か
ら
５
年
以
降
は
他
県
で
は

ほ
と
ん
ど
災
害
関
連
死
は
出

て
い
な
い
の
に
対
し（
岩
手
で

２
人
）
、
福
島
だ
け
は
２
０
０

人
を
超
え
て
い
ま
す
。こ
の
点

か
ら
も
原
発
事
故
の
ひ
ど
さ

が
わ
か
り
ま
す
。安
全
対
策
も

原
発
を
推
し
進
め
た
東
京
電

力
と
国
の
責
任
は
重
大
で
す
。

大
槌
で
の
住
宅
修
繕
皮
切
り
に

復
興
支
援
活
動
10
年
続
け
て

原
発
事
故
が
復
興
の
妨
げ

国
と
東
電
の
責
任
は
重
大

①2011年５月 大槌町で住宅修繕
②2011年11月 岩手へ支援物資を配達　主婦企画
③2012年９月 石巻で住宅デー・南相馬でボランティア
④2013年５月 南相馬でボランティア
⑤2013年９月 気仙沼で海岸清掃・条南中学校で住宅デー
⑥2014年５月末 南相馬と浪江を視察、豚小屋解体
⑦2014年９月 気仙沼で海岸清掃。階上中学校で住宅デー
⑧2015年10月末 南相馬視察・作業・サムライフェス参加
⑨2016年10月 楢葉・富岡町視察・南相馬で樹木伐採
⑩2017年10月 富岡町等視察・南相馬で農家の片づけ
⑪2018年９月末 楢葉・富岡町等視察・南相馬で４種作業
⑫2019年９月 富岡町等視察・南相馬で立木伐採・草刈り
⑬2020年11月 南相馬で２現場で草刈り

2015年11月南相馬サムライフェスを支援

2011年５月大槌で住宅修繕

2011年11月岩手へ物資配達

2012年９月南相馬で流木処理 2013年５月南相馬でボランティア 2013年９月気仙沼で海岸清掃

10年続けてきた復興支援活動

2017年10月南相馬で農家片付け

４月から杉並区公契約条例が適用 現
場
の
声
で
育
て
よ
う

【
栗
林
弘
行
・
賃
金
対
策
部
長
】
昨
年

３
月
に
杉
並
区
議
会
で
採
択
さ
れ
た

公
契
約
条
例
が
、
今
年
の
４
月
か
ら

い
よ
い
よ
適
用
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
以
降
に
杉
並
区
が
契
約
す
る

①
②
③
が
対
象
で
す
。

①
予
定
価
格
５
、０
０
０
万
円
以
上

の
工
事
や
製
造
の
請
負
契
約

②
予
定
価
格
１
、０
０
０
万
円
以
上

の
建
物
清
掃
、
建
物
管
理
、
庁
舎

警
備
、
庁
舎
窓
口
業
務
な
ど

③
す
べ
て
の
指
定
管
理
協
定

　

２
０
１
３
年
か
ら
９
年
連
続
で
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
引
き
あ
が

り
ま
し
た
。　

　

杉
並
区
の
条
例
で
は
現
場
設
計
労

務
労
働
者
の
賃
金
に
つ
い
て
、
東
京

都
の
単
価
の
９
割
以
上
を
基
準
と
し

て
い
ま
す
（
左
参
照
）
。
こ
の
金
額
よ

り
も
賃
金
が
低
い
場
合
は
、
そ
の
差

額
を
請
求
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
会
社
が
お
金
を

払
い
た
が
ら
な
い
場
合
に
備
え
、
さ

ら
に
杉
並
区
の
条
例
で
は
、
何
次
下

請
の
労
働
者
で
も
こ
の
下
限
額
を
下

回
っ
て
い
る
場
合
は
、
直
接
所
属
す
る

会
社
に
請
求
す
る
以
外
に
、
杉
並
区

に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

杉
並
区
の
公
契
約
条
例
は
I
L
O

（
国
際
労
働
機
関
）
条
約
型
と
言
わ

れ
、
発
注
者
（
区
）
と
受
注
者
（
業

者
）
が
第
３
者
（
労
働
者
）
の
た
め
に

す
る
契
約
で
す
。
こ
れ
は
い
ま
最
も

優
れ
た
方
式
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
を
活
か
し
て
賃
金
の
引
き

上
げ
を
実
現
す
る
の
は
、
現
場
か
ら

の
声
が
一
番
大
切
で
す
。

　

賃
金
が
基
準
額
よ
り
低
か
っ
た
り
、

ひ
ど
い
労
働
環
境
だ
っ
た
り
し
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
組
合
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

①労働者が自分から請求可能
　報酬下限との差額があった
場合、杉並区に申し出ること
ができます。

②一人親方も対象
　事実上労働者である一人親
方も条例で守られます。

③賃金は設計労務単価の９割以上
　大　工　23,040円
　とび工　25,110円
　左　官　24,930円
　塗装工　26,280円など
④未熟練工は10,000円

杉並区公契約条例
ここが使えるポイント

栗林弘行・賃金対策部長

東日本大震災から10年…復興なるその日まで東日本大震災から10年…復興なるその日まで

杉並支部杉並支部は支えます支えます東京
土建

東日本大震災から10年…復興なるその日まで

杉並支部は支えます
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東京電力ホールディングス㈱

東京電力パワーグリッド㈱

㈱東光高岳

ワットラインサービス㈱

個別の労働者

東光電気厚生会

元副会長の法人

完全子会社（株式の100％保有）

完全子会社（株式の100％保有）

法人を
つくって
脱退

請負契約

議決権の35.2％保有
歴代社長を送り込む

事実上
国有

元・東光
電気㈱

元・東光
工運㈱

関連構図

働きかけ

発注減 発注増

東電メーター工事件⑦

東
電
関
連
会
社
が
労
働
者
の
権
利
無
視
し
て

７
０
０
人
の
仕
事
断
つ
暴
挙
許
す
な

　

東
京
電
力
の
電
気
メ
ー
タ
ー
交
換
工
た

ち
が
、
会
社
か
ら
の
不
当
な
首
切
り
や
仕
事

の
削
減
に
対
し
全
労
連
・
全
国
一
般
労
組
・

計
器
工
事
関
連
分
会
（
以
下
、
組
合
）
に
結

集
し
て
た
た
か
っ
て
い
る
事
件
の
続
報
で
す
。

　

法
的
に
も
道
義
的
に
も
追
い
詰
め
ら
れ

た
会
社
側
は
つ
い
に
交
換
工
事
の
契
約
を
止

め
る
暴
挙
に
で
て
い
ま
す
。

　

こ
と
の
起
こ
り
は
、
東

京
五
輪
前
に
電
気
メ
ー

タ
ー
を
す
べ
て
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
に
置
き
換
え
る

掛
け
声
に
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
来
の
メ
ー
タ
ー
交
換

サ
イ
ク
ル
を
縮
め
て
駆
け

込
み
工
事
を
す
る
分
、
そ

の
後
の
３
年
間
の
仕
事
が

ま
っ
た
く
な
く
な
る
見
込

み
が
で
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
交
換
工
た
ち
は

会
社
側
と
し
っ
か
り
話
し

合
い
を
で
き
る
場
を
求
め

る
こ
と
に
し
、
労
働
組
合

の
結
成
も
視
野
に
動
き
を

す
す
め
ま
し
た
。
そ
の
動

き
を
察
知
し
た
会
社
側
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
崩
し

工
作
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
定
打
は
２
０
１
８
年

12
月
で
す
。
高
野
清
さ
ん

（
東
京
土
建
小
平
東
村

山
支
部
の
組
合
員
で
も

あ
る
）
が
不
当
に
も
新
た

に
決
め
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
、

過
去
の
さ
さ
い
な
ミ
ス
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ

雇
止
め
宣
告
を
受
け
た
の

で
す
。

　

仕
事
を
減
ら
さ
れ
、
収

入
も
減
る
な
か
、
彼
ら
は

た
た
か
い
続
け
、２
０
２
０

年
３
月
に
東
京
都
労
働
委

員
会
で
全
面
救
済
命
令
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

会
社
側
は
こ
の
命
令
を

無
視
し
て
い
ま
す
が
、
現

在
争
っ
て
い
る
①
中
央
労

働
委
員
会
②
高
野
さ
ん
の

解
雇
無
効
の
裁
判
③
東
京

都
労
働
委
員
会
の
い
ず
れ

も
組
合
側
の
形
勢
が
有
利

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

法
廷
で
追
い
込
ま
れ
た

会
社
側
は
仕
事
自
体
は

あ
る
の
に
、
つ
い
に
組
合

員
の
仕
事
を
断
つ
暴
挙
に
。

組
合
員
以
外
の
個
人
も
含

め
７
０
０
人
が
収
入
を
断

た
れ
る
危
機
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
ワ
ッ
ト
ラ
イ

ン
サ
ー
ビ
ス
の
担
当
者
で

あ
る
山
野
下
努
は
降
格
ど

こ
ろ
か
、
取
締
役
に
就
任
。

　

メ
ー
タ
ー
工
た
ち
の
集

ま
り
、
厚
生
会
の
副
会
長

だ
っ
た
人
物
は
新
た
な
法

人
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
会

社
側
か
ら
、
元
東
電
社
員

が
天
下
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
件
は
国
会
で

も
言
及
さ
れ
る
大
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働

者
・
電
力
・
消
費
者
・
都

民
と
し
て
、
暴
挙
を
許
さ

な
い
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　昨年３月４日に東京都労働委員
会から、交換工の労働者性を認め、
ワットライン社に団体交渉に応じ
ること、不当な支配介入をやめる
こと等を命じる命令が出ています。
不当な支配介入まで都労働委員
会が踏み込んだ命令を出すのはま
れ。それほど悪質な事件なのです。

労働者性は昨年３月に
都労委で
決着ずみ

教
科
書
に
載
る
労
働
史
の
分
岐
点

「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
の
問
題

個
人
請
負
増
や
し

労
働
法
制
の
破
壊

　

国
・
財
界
は
使
用
者
に
都

合
の
い
い
「
働
か
せ
方
」
を

広
げ
る
た
め
、
副
業
を
す
す

め
、
個
人
請
負
と
い
う
働
き

方
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

労
基
署
の
判
断
基
準
で

も
、
指
揮
命
令
の
下
で
、
日

当
や
時
給
で
働
く
人
は
、
労

基
法
上
の
労
働
者
に
あ
た
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
請
負

は
こ
れ
に
当
た
ら
な
い
、
と

い
う
の
が
使
用
者
側
の
主

張
で
す
。

　

労
働
基
準
法
上
の
労
働

者
は
、
解
雇
や
残
業
の
規
制

な
ど
も
あ
り
、
さ
ら
に
雇
用

保
険
や
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
も
適
用
に
な
っ
て
、
使
用

者
側
に
社
会
保
険
料
負
担

が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
請
負
の
人
に
は
業

務
の
細
か
い
指
示
は
不
可

能
で
、
実
際
は
偽
装
請
負
が

横
行
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
自
ら
の
労
働
で
生

活
す
る
人
た
ち
を
保
護
す

る
の
が
労
働
組
合
法
で
す
。

労
働
組
合
に
働
く
人
々
が

団
結
す
る
こ
と
で
初
め
て
対

等
な
交
渉
が
で
き
る
の
で
す
。

矛
盾
と
対
立　

打
ち
勝
つ
団
結
を

　

国
や
財
界
の
な
か
に
も

矛
盾
や
対
立
は
あ
り
ま
す
。

　

自
然
環
境
破
壊
も
深
刻

で
、
だ
か
ら
こ
そ
財
界
か
ら

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
資
本
主

義
と
い
う
言
葉
が
で
て
き
た

の
で
す
。

　

労
働
者
が
使
い
捨
て
に

さ
れ
る
よ
う
で
は
社
会
は

持
続
で
き
ま
せ
ん
。
権
利
を

守
る
た
た
か
い
は
、
歴
史
の

分
岐
点
に
あ
り
ま
す
。

　

労
働
組
合
叩
き
で
有
名

な
東
京
電
力
に
打
ち
勝
つ

に
は
団
結
が
必
要
で
す
。

【全労連・全国一般労組・計器工事関連分会・関口祐
記さん談】作業の割り当てが激減し昨年は年収が７割
もダウン。そのうえ今回、完全に仕事を切られてしま
いました。
　娘がこの４月に高校に入り、息子も中２で、これか
ら学費もかかるとき、生活の不安はつのるばかりです。
それでも妻も子も励ましてくれているのが心の支えに
なっています。また、共闘会議にも多くの組合が参加
してくれているのも励みになります。
　会社側が労働委員会の命令を無視して話し合いを
拒み、要請文すら受け取らない態度はあきれています。
２年ものたたかいの中で多くの仲間が泣く泣く組合を
離れて行きました。息子からも「絶対に勝って」と言
われています。相手は大きく時間もかかると思います。
簡単なたたかいではありませんが、負けられません。

計器工事関連分会の仲間からの訴え

年収は３割に激減さらに
仕事が完全に断たれるなかで
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持
続
可
能
な
社
会
め
ざ
し
て
①

　

す
べ
て
の
人
が
平
和
と
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
国
連
の

定
め
た
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
は
17
の
目
標
を
設
定
し
て
い
ま
す
。エ

ネ
ル
ギ
ー
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

【
手
ご
ろ
で
信
頼
で
き
、
持
続
可
能
か

つ
近
代
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
】
国
連
開

発
計
画
駐
日
代
表
事
務
所
の
訳
で
は

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん
な
に
そ
し
て
ク

リ
ー
ン
に
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア

フ
ォ
ー
ダ
ブ
ル
（
手
ご
ろ
・
信
頼
で
き

る
）
ア
ン
ド
（
か
つ
）
ク
リ
ー
ン
（
き
れ

い
な
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
誰
も
が
使
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
持
続
可
能
な
社

会
を
つ
く
る
う
え
で
不
可
欠
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
い
う
ク
リ
ー
ン

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
再
生
可
能
な
も
の
で

あ
り
、
化
石
燃
料
を
燃
や
す
火
力
発
電

だ
け
で
な
く
、
核
燃
料
を
用
い
る
原
発

も
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

わ
が
国
で
は
今
な
お
、
破
綻
し
た
原

子
力
サ
イ
ク
ル
に
固
執

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
０

年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
の
見
直
し
で
も
、

原
子
力
発
電
を
「
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位

置
づ
け
、
２
０
１
８
年

度
実
績
で
３
％
だ
っ
た
原
子
力
発
電

を
２
０
３
０
年
度
に
は
11
％
ま
で
引
き

上
げ
る
と
し
て
い
ま
す
（
一
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
）
。
こ
れ
は
震
災
前
の
数
字

で
す
。

　
一
方
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

２
０
１
０
年
度
か
ら
の
８
年
で
４
ポ
イ

ン
ト
増
や
し
た
も
の
を
２
０
３
０
年
度

ま
で
の
12
年
で
１
〜
２
ポ
イ
ン
ト
し
か

増
や
さ
な
い
計
画
で
す
。

　

電
力
の
小
売
り
自
由
化
が
な
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
な
お
多
く
の
国
民
は
東
京

電
力
な
ど
か
ら
電
力
を
買
っ
て
い
ま
す
。

配
電
網
は
東
京
電
力
は
じ
め
大
手
９
電

力
会
社
の
も
と
に
あ
り
ま
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
配
電
の
見
込
み
が

た
た
な
け
れ
ば
開
発
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

大
手
電
力
会
社
は
そ
う
し
た
開
発
に
は

積
極
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
・

福
島
原
発
事
故
を
経
て
も

な
お
原
発
に
固
執
す
る
の

は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
に
は
２
つ
の
大
き

な
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
原
子
力
ム
ラ

と
よ
ば
れ
る
利
権
構
造
で

す
。
電
力
会
社
が
国
策
民
営
の
名
の
も

と
、
国
民
か
ら
電
気
料
金
を
安
定
的
に

巻
き
上
げ
て
い
ま
す
。
大
手
電
力
会
社

は
財
界
の
ト
ッ
プ
を
輩
出
し
て
き
た
財

界
を
代
表
す
る
会
社
。
そ
こ
か
ら
政
治

家
・
官
僚
・
学
会
、
そ
し
て
マ
ス
コ
ミ

に
は
広
告
を
出
す
。
国
民
に
も
原
発
立

地
住
民
を
利
権
で
分
断
す
る
。
そ
し
て

彼
ら
自
身
が
そ
れ
に
縛
ら
れ
る
根
深
い

関
係
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
核
兵
器
保
有
の
野
望

で
す
。
こ
れ
は
政
治
家
に
顕
著
で
す
が
、

一
部
国
民
の
な
か
に
も
あ
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
社
会
を
め
ざ
し
、
こ
の

２
点
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

電
力
利
権
の
支
配
体
制

新企画

エネルギー基本計画の見直しにむけて（2020年10月）より

東
京
電
力
前
で
宣
伝
行
動

SDGｓ （Sustainable Development Goals）めざして ～AFFORDABLE AND CLEAN ENERGY～
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３
月
当
初
人
員
３
、２
４
９
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

髙
橋　

淳

建
築
・
大
工

井

荻

鈴
木　

愛
倖

皆
川　

敏
夫

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

高
橋　

成
典

土
木
・
舗
装

西

荻

来
栖　

祐
也

後
藤　

美
実

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

田
中　

悟

建
築
・
大
工

富
士
見

会
田　

朋
子

長
澤　

孝
至

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

阿
佐
谷

今
村　

茂

徳
光　

隆
一

防
水

阿
佐
谷

島
田　

幹
二
朗

下
山　

章
吾

造
園

阿
佐
谷

直
接

寺
嶋　

貢

塗
装

中

央

木
立　

浩
一

土
屋　

卓

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

中

央

金
沢　

真
一
郎

齊
藤　

繭

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

中

央

金
沢　

真
一
郎

齋
藤　

智
英

と
び

中

央

小
池　

大
作

因
幡　

密
雄

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

中

央

内
田　

良
作

石
井　

勇
哉

と
び

中

央

田
中　

俊
悟

吉
岡　

孝
敏

建
設
機
械
運
転

高

和

飯
岡　

秀
斗

佐
藤　

元
気

建
築
・
大
工

高

和

田
代　

浩
二

神
西　

貴
裕

型
枠
大
工

泉

南

福
島　

信
雄

■電気工■
【社員・短期】
㈱ケラマ電設

代表　松野　慶男
杉並区下井草5-18-6浅賀ビル１階

℡ 03-3301-8597

■ガラス工■
【社員】
㈱住硝

代表　市　大介
杉並区高井戸西2-12-16水村ビル１F

℡ 03-3331-2281

■配管工■
【社員】

㈲イオギテクア
代表　古田　圭吾
杉並区井草2-4-13
℡ 03-3390-3087

■設計■
【社員】

筒井紀博空間工房
代表　筒井　潤

杉並区久我山4-1-9-401
℡ 03-3247-8922

■解体工・はつり工■
【常用】
㈱石岡工業

代表　石岡　利一
中野区大和町1-13-7
℡ 03-5356-7507

■とび・土工 ■
【社員】
都賀工業㈲

代表　青木　勝美
杉並区下井草4-4-6
℡ 03-3399-0011

■内装工事 ■
【社員・見習い】
㈱プローブ

代表　中村　隆幸
杉並区浜田山2-24-1
℡ 03-3329-3281

■電気工事・消防設備点検■
【社員・請負・要資格・経験】

　平和電気防災㈱
代表　佐藤　春男

杉並区高円寺南2-54-2-1F
℡ 03-6383-2147

■クロス・クリーニング・多能工■
【社員】
㈱プラス・ワン
代表　菅原　玲子
杉並区下高井戸2-1-5
℡ 03-3328-8088

掲載は無料です

どうぞご利用

ください

コロナ関連制度
申請等の期限

BIM（Building Information Modeling)　

必ず掛けておきましょう

検査の
拡充を

　昨年３月の一斉休校から一年経っても新
型コロナはいまだに収束の気配が見えませ
ん。杉並区の発表では３月３日時点の、感
染者数は3,587人（人口比0.6％）です。累
計PCR検査人数は38,716人でいまだに人
口比6.9％に過ぎません。
　１月は平均の陽性率も15％を超え、感染
源の分析でも２月は６割が「不明」。対策
が追いついていません。検査の拡充・感染
者の保護の徹底が求められます。

社会福祉協議会の無利子の融資。郵送可。既に総合支援資金を受けた方も再貸付が
可能です。これは３月末が期限。延長アリかも。

雇用調整助成金と異なり、休業補償
がもらえなかった労働者でも申請
できる制度です。特例で期限が４月
末まで延長されています。Webだ
けでなく紙での申請も可能です。

【阿佐谷・設計・青木隆之通信員】
本部の機関紙「けんせつ」の新年号
でご覧になかった方も多いと思い
ますが、この間大手ゼネコンなどで
BIM（ビム）活用が進んできていま
す。

　BIMは、材料の材質・大きさ・重さ・色なども含めた
パーツを組み込んで建物をコンピューター上で完成さ
せるもの。私も使っていますが、設計はもとより施工や
建物の管理、不動産業などでも活用できます。関心のあ
る方は支部・喜多までご連絡ください。

　仕事を請負でしていれば、工事中の事故や引き渡し後
の作業の過失・欠陥などで賠償責任を負うリスクはつき
まといます。賠償責任保険に加入して備えましょう。組合
では１事故最高３億円までのプランをご用意。保険料は
業種と売上で決まります（直近の売り上げの確認できる
書類…確定申告書や決算書の損益計算書）をご用意のう
え支部・双木まで。
　なお個人の日常生活での賠償への備えは、自転車保険
の加入がおすすめです（年掛金は個人型2,500円、家族
型4,500円）。

仕事が減り従業員を休ませ休業補償をした事
業主への助成金。特例期間は４月末まで延長
されています。毎月締切があります。支部ま
で相談を。

杉並区でもコロナ感染続く

半数は感染源特定できず
●緊急小口資金
●総合支援資金

●休業支援金
　・給付金

20万円＋20万円×３か月
…再貸し付けも

休業補償が出ない労働者が
日額11,000円上限に
申請可能 日額15,000円相当の休業補償分が

全額対象になる特例期間が延長

３月末期限

0％

5％

10％

15％

20％

　

仕
事
に
起
因
し
た
怪

我
や
病
気
の
と
き
の
備

え
で
あ
る
労
災
保
険
と
、

失
業
を
防
ぎ
、失
業
の
と

き
に
給
付
で
生
活
を
支

え
る
雇
用
保
険
。
人
を
使

う
方
は
必
ず
加
入
を
。
新

規
の
加
入
は
随
時
受
付

け
て
い
ま
す
が
、既
に
加

入
し
て
い
る
方
は
年
度

替
わ
り
に
あ
た
り
、３
月

ま
で
の
保
険
料
の
確
定

と
４
月
か
ら
の
概
算
の

手
続
き
「
年
度
更
新
」
を

お
こ
な
い
ま
す（
個
別
に

案
内
）。

労
災
保
険
の
給
付

①
療
養
補
償
…
原
則
と

し
て
傷
病
が
治
癒
す

る
ま
で
無
料
で
治
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
休
業
補
償
…
初
診
日

よ
り
４
日
目
か
ら
、
平

均
賃
金
の
８
割
相
当

が
治
癒
す
る
ま
で
。

③
傷
病
年
金
…
１
年
６

か
月
経
過
し
て
も
治

癒
せ
ず
、
障
害
が
残
っ

た
場
合
は
傷
病
年
金

が
あ
り
ま
す
。

④
障
害
補
償
…
治
癒
後

に
残
っ
た
障
害
の
程

度
に
応
じ
年
金
ま
た

は
一
時
金
。

⑤
死
亡
補
償
…
遺
族

補
償
年
金
ま
た
は

一
時
金
、
特
別
給

付
金
（
３
０
０
万

円
）
、
葬
祭
料

（
３
１
５
、０
０
０
円

＋
平
均
賃
金
30
日
分
）。

●
保
険
料
は
そ
れ
ぞ
れ

の
業
態
ご
と
に
異
な

り
、建
設
業
は
元
請
工

事
金
額
に
よ
り
決
ま

り
ま
す
。
役
員
や
事

業
主
を
保
障
す
る
特

別
加
入
は
、自
分
で
決

め
た
日
額
に
応
じ
た

保
険
料
と
な
り
ま
す
。

雇
用
保
険
の
給
付

①
求
職
者
給
付

失
業
し
て
求
職
し
て
い

る
期
間
中
に
給
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
給
付
は
給

料
・
年
齢
・
離
職
理
由
に

よ
る
が
最
高
で
月
25
万

円
程
度
。

②
育
児
休
業
給
付

最
長
で
子
が
２
歳
に
な

る
ま
で
。

③
雇
用
調
整
助
成
金
や

コ
ロ
ナ
対
応
休
業
支
援

金
・
給
付
金
な
ど
の
活
用

の
た
め
に
も
必
要
で
す
。

建築現場・建物管理の常識が変わる

賠償責任保険

使って

みよう

請負仕
事

するな
ら

青木隆之さん

人を使うなら必ず加入を

労
働
保
険
の
手
続
き
忘
れ
ず
に

中野警察による組合員不当取調べ事件⑨

　

２
０
１
９
年
２
月
に
品
川

支
部
の
中
野
健
太
郎
さ
ん
が

中
野
警
察
署
に
人
権
無
視
の

不
当
な
取
り
調
べ
を
受
け
た

事
件
の
国
賠
訴
訟
。
２
月
25

日
に
第
９
回
口
頭
弁
論
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
弁
論
に
む
け
て
、

中
野
さ
ん
側
か
ら
主
張
を
整

理
し
た
書
面
を
提
出
し
て
い

ま
し
た
（
要
点
は
①
〜
⑤
）
。

①
違
法
な
職
務
質
問
で
あ
る

こ
と

②
違
法
な
身
体
拘
束

（
１
）
実
質
・
任
意
同
行
で

は
な
い

（
２
）
実
質
逮
捕
状
態
で

取
り
調
べ

③
深
夜
の
長
時
間
取
り
調
べ

④
警
官
が
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
を

い
れ
所
持
品
調
査
の
違
法

⑤
写
真
撮
影
・
指
紋
記
録
の

違
法

⑥
暴
行
と
差
別
的
発
言
…

「
建
設
業
者
な
ん
て
ロ
ク

な
も
ん
じ
ゃ
ね
え
ん
だ

よ
」
な
ど
。

　

こ
の
日
の
弁
論
で
は
裁
判

所
側
は
被
告
に
対
し
①
②

を
求
め
ま
し
た
。
①
被
告
も

認
め
る
夜
間
の
長
時
間
取

り
調
べ
が
な
ぜ
必
要
だ
っ
た

か
（
必
要
性
）
ふ
さ
わ
し
い

行
為
か
（
相
当
性
）
の
理
由

を
ち
ゃ
ん
と
説
明
す
る
こ
と
、

②
中
野
さ
ん
が
い
つ
の
時
点

か
ら
取
り
調
べ
に
納
得
し
て

い
な
い
と
言
っ
て
い
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　

こ
の
事
件
で
は
公
の
記
録

で
あ
る
「
取
調
調
書
」
に
、取

り
調
べ
に
納
得
し
て
い
な
い
旨

の
文
言
が
も
り
こ
ま
れ
た
こ

と
が
手
が
か
り
に
な
り
ま
す

（
中
野
さ
ん
の
奮
闘
の
成
果
）
。

警
察
署
で
の
取
り
調
べ
は
録

画
も
さ
れ
ず
ま
っ
た
く
不
可

視
で
あ
る
こ
と
も
問
題
で
す
。

警察の取り調べは不可視でも
調書に残した不服手がかりに

次回期日は５月17日、非
公開の進行協議です。公
開の公判は早くとも６月
以降の見込みです。

■杉並区発表の「区内陽性率」

４月末まで月末まで

延長延長 ４月末まで月末まで

延長延長

４月末まで

延長 ４月末まで

延長●雇用調整助成金
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第 327 回

流
の
地
質
を
調
べ
歩
き
ま
し
た
。
現
地
採

用
の
ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
な
が
ら
、
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
い
い
経
験
に
な

り
ま
し
た
。

　

渓
流
調
査
を
終
え
て
造
園
設
計
会
社

を
や
め
て
、
植
木
屋
の
見
習
い
職
人
に
な

り
ま
し
た
。冷
房
の
き
い
た
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、

目
の
回
る
よ
う
な
暑
さ
の
現
場
に
か
わ
り
、

最
初
は
大
変
で
し
た
が
、

で
き
た
ば
か
り
の
子
ど

も
の
た
め
に
も
収
入
を

増
や
す
た
め
、
設
計
の

仕
事
を
か
け
も
ち
し
て

が
ん
ば
り
ま
し
た
。

　

昼
は
現
場
で
見
習

職
人
、
夜
は
ゼ
ネ
コ
ン

で
設
計
と
い
う
ダ
ブ
ル

ワ
ー
ク
を
し
ば
ら
く
続

け
る
う
ち
に
、
大
手
デ

パ
ー
ト
の
工
事
を
請
け

負
え
る
よ
う
に
な
っ
て

よ
う
や
く
生
活
は
安
定

し
ま
し
た
。

　

縁
あ
っ
て
外
国
に
も

仕
事
で
で
か
け
て
い
ま
す
。２
０
１
１
年

に
は
ヴ
ァ
ン
デ
フ
ォ
ー
レ（
森
の
風
）と
い

う
組
織
の
イ
ベ
ン
ト
で
フ
ラ
ン
ス
へ
。地
域

の
人
と
と
も
に
２
週
間
ほ
ど
で
広
場
を
つ

く
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
が
集

ま
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
文
化
の
違
い
も
経
験

で
き
面
白
か
っ
た
で
す
。
言
葉
が
通
じ
ず

に
空
港
で
ひ
や
ひ
や
も
し
ま
し
た
が
、い

い
思
い
出
で
す
。

　

い
ま
コ
ロ
ナ
騒
動
の
な
か
で
す
が
、お

か
げ
さ
ま
で
仕
事
は
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
自
然
を
生
か
し
喜
ば
れ
る
仕

事
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
函
館
の
出
身
で
す
。「
正ま

さ
つ
ぐ次
」
の

名
は
父
、正
紀
か
ら
一
文
字
を
と
っ
て
つ
け

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
頃
に
豊
か
な
自
然
に
触
れ
て

育
ち
、
造
園
の
設
計
を
し
た
い
と
い
う
漠

然
と
し
た
願
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、岩
手
大
学
に
進
み
、森
林
経

営
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。
大
学
の
教
授
の

指
導
の
も
と
、自
然
休
養

林
の
仕
事
の
縁
で
卒
業
後

は
、
東
北
で
一
番
大
手
の

造
園
会
社
に
入
り
会
社

が
設
計
の
別
会
社
を
立
ち

上
げ
た
の
を
機
に
念
願
の

造
園
設
計
の
仕
事
を
は
じ

め
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
人

生
の
伴
侶
と
出
会
い
結
婚

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
に
出
て
、

造
園
の
設
計
事
務
所
に
入

り
７
年
つ
と
め
ま
し
た
が
、

次
第
に
現
場
に
出
た
い
と

い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま

し
た
。
自
分
が
メ
イ
ン
な

の
で
休
め
ず
、や
め
る
に
や
め
ら
れ
な
い

状
況
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
大
学
の
友

人
の
紹
介
で
、土
石
流
渓
流
調
査
の
仕
事

を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
福
島
に

１
年
、
奈
良
に
半
年
。
東
京
を
離
れ
て
渓

人と自然の縁をついで

自然活かし喜ばれる仕事を

松
まつだいら

平 正
まさつぐ

次さん　井荻・造園

２
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

25
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な

く
な
っ
た
時
の
生
活
を
助

け
合
い
、
結
婚
や
出
産
、

仲
間
や
家
族
が
亡
く
な
っ

た
時
な
ど
に
給
付
さ
れ
る

み
ん
な
の
助
け
合
い
制
度

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
仲
間
が
給
付
を
受
け
て

い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

山
下　

航
平
（
富
士
見
）

望
月　
　

洋
（
高　

和
）

池
亀　

康
之
（
高　

和
）

【
出
産
】

柿
沼　

朋
子
（
井　

荻
）

小
林　

大
樹
（
中　

央
）

知
念　

一
也
（
企　

業
）

  【
成　

人
】 

２
件

【
資
格
取
得
】

浅
田　

正
昭
（
中　

央
）

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

實
富　

史
朗
（
井　

荻
）

秦　
　
　

稔
（
井　

荻
）

丸
山　
　

智
（
井　

荻
）

小
町　

末
廣
（
井　

荻
）

久
保　

政
博
（
西　

荻
）

蒲
池　
　

純
（
西　

荻
）

永
野　

幸
代
（
富
士
見
）

開
田　

佳
靖
（
中　

央
）

伊
東　
　

孝
（
高　

和
）

菅
原　

真
理
（
高　

和
）

田
口　

光
夫
（
泉　

南
）

坂
巻　

佳
克
（
企　

業
）

他
１
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

青
木　

次
男
（
井　

荻
）

加
藤　

伸
也
（
直　

属
）

【
家
族
死
亡
】

青
木　

勝
美
（
井　

荻
）

主婦の会が阿佐ヶ谷駅でバレンタイン宣伝

　

例
年
は
チ
ョ
コ
を
つ
け

た
チ
ラ
シ
を
配
っ
て
い
た

こ
の
行
動
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
、
チ
ラ
シ
を

折
り
込
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

の
配
布
で
し
た
。

　

宣
伝
の
中
心
は
高
齢

者
医
療
費
の
窓
口
負
担

問
題
。
昨
年
12
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
全
世
代
型

社
会
保
障
改
革
の
方
針
」

で
打
ち
出
さ
れ
た
75
歳
以

医療費窓口負担２割化NO！医療費窓口負担２割化NO！

上
・
一
定
以
上
所
得
者
の

窓
口
負
担
２
割
化
は
、
同

月
23
日
に
お
こ
な
わ
れ
た

社
会
保
障
審
議
会
医
療

保
険
部
会
で
も
「
窓
口
負

担
の
増
加
は
受
診
控
え

に
つ
な
が
る
」
「
応
能
負

担
は
窓
口
負
担
で
な
く

保
険
料
で
お
こ
な
う
の
が

基
本
」
「
持
続
可
能
で
な

い
」
な
ど
の
異
論
の
出
て

い
る
も
の
。

　

２
月
14
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
主
婦
の
会
を
中
心
に
阿

佐
ヶ
谷
駅
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
宣
伝
を
実
施
。
医
療
費
の
窓
口
負

担
増
の
中
止
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

　みなさんが加入している組合総合共済では、
組合員の子どもの新入学時に、お祝いの図書
カード（5,000円相当）をプレゼントする「新入学
お祝い金」があります。昨年４月入学のお祝いは
今月で時効となります。未申請の方は至急支部
に連絡のうえ、３月24日までにご申請ください。
【申請のしかた】
　①慶弔金支給申請書（支部・分会にあります。）
　②親子関係と年齢の確認できる書類
　（続柄記載の住民票や戸籍謄本などのコピー）
 　①②をそろえて、群・分会または支部に提出。
【対象は何年生まれの子？】
小学校…2013年（平成25年）４月２日～
　　　　2014年（平成26年）４月１日生まれ
中学校…2007年（平成19年）４月２日～
　　　　2008年（平成20年）４月１日生まれ
　不明な点は支部・中島まで℡03-3313-1445

組合からのとくとく情報

新入学のお祝い

1960年沢内村で65歳以上の医療
費無料化が実現したのをはじめ、
1973年からの10年、70歳以上は
無料の時代も。

窓口負担ゼロの
時代もあった

医療費窓口負担２割化NO！

宣
伝
行
動
に
参
加
し
た
仲
間
た
ち

締切
迫る

2020年度

フランスでともに仕事をした仲間と


